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東西の柱間は約2.0～ 1.8_

北調査区薫南側で検出し

出上した。試掘透の位置を検討

照寧元宝

河内避条里と高安避条里との

の群界に一致している。

12世紀代の経塚に饉辺が古くよ

龍泉窯系青磁椀里類が見当たら

その後玉櫛の荘は摂関家として

達であったことを掘状の施設や

佐藤昭嗣工大山裕司「草戸千軒

早くも7年の歳月企経遵した。

東西の柱間は約2.0～ 1.8里

北調査区西南側で検出し

出土した。試掘拠の位置を検討

選寧元宝

河内型条里と高安型条里との

の型界に一致している。

12世紀代の経塚に伴う例が古くよ

龍泉窯系青磁椀皿類が見当たら

その後玉櫛の荘は摂関家領として

連であったことを握状の施設や

佐藤昭嗣_大山裕司「草戸千軒

早くも7年の歳月述経過した。
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周知の遺EIで あって、

文化財保護法57条の

2・ 3の 適要を受ける

区域

史跡指定地であって、

文化財保護法80条 ま

たは大阪府文化財保

護条例の適要を受け

る土地

古墳・ 周溝墓 観往調査で発見され

た主要な遺構と遭物

出土地点



は じ め に

八尾市は、古来より難波と大和を結ぶ水陸交通の要地として発展した歴史と伝統の

町であり、近年においては、大都市大阪に隣接して、著しく都市化が進んでいるとこ

ろであります。

このような中で、本市では、埋蔵文化財をはじめとする古くからの文化遺産の保全

をはかり、調査研究を行なう為に、 (財)八尾市文化財調査研究会が昭和57年に発足

し、今日まで市域の開発に伴う発掘調査等にあたってまいりました。しかし発足当初

の調査体制では、学術報告書の刊行が遅れぎるを得ない状況でありました。

遅ればせながら、ここに福万寺遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなった次第

であります。

願わくば、本書が今後の考古学の発展と地域解明の資料として活用されることを切

に希望します。

平成 2年 6月 30日

(財)入尾市文化財調査研究会

理事長  福 島   孝



例

1.本書は人尾市上之島北 3丁目22-1所在、市立上之島小学校建設に伴う福万寺遺跡の発掘

2,

調査報告書である。

調査に当たっては、人尾市長、八尾市教育委員会、 (財)八尾市文化財調査研究会が三者

で協定を締結した後、 (財)人尾市文化財調査研究会が主体となって実施した。

現地調査は (財)八尾市文化財調査研究会調査員 (当時)米田敏幸を担当者として、昭和

57年 11月 4日 から12月 30日 までの期間で実施した。

調査の実施については、駒沢敦 穐山譲二 山中慎 菊田成 池田まゆみ他調査補助員諸

君の参加を得た。

出土遺物、調査図面の整理作業は、調査終了後直ちに実施する予定であったが諸般の事情

で実施が不可能となった為昭和63年度と平成元年度の 2年にまたがり整理作業を行なうこ

ととなった。

整理作業は徳谷尚子、岡田清一、横山妙子、松浦明美が補助をして実施した。

本書の編集、執筆は米田、徳谷が分担し、図面レイアウト、 トレースは徳谷が、遺物写真

撮影は岡田が行った。

調査及び本書の編集については、下記の諸氏の御指導、御助言を受けた。

大阪府教育委員会   大野薫、岸本道昭、小山田宏一、阪日育功

奈良女子大学 坪之内徹

人尾市歴史民俗資料館 小谷利明

樟蔭東短期大学 森田康夫 (敬称略)

口

3.

4.

5.

６

　

　

７

8.



例

☆遺構名には次の分類記号を用いた。

SB建物 SDtt SE井 戸 SG池状遺構 SK土坑 SR道路状遺構

☆遺物実測図には通し番号を用い、 1/4ス ケールを原則とし、大型小型の遺物は縮尺を変更

して掲載した。

☆調査座標は大阪府教育委員会が実施した池島遺跡の調査との関連により国土座標を用い、方

位は真北を示す。

☆土色、遺物の色調は観察者の主観による。

☆中国磁器については観察表に太宰府の分類を記した。 横田賢次郎・森田勉「太宰府出上の

輸入陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集』 4 1978参照
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第 1章 歴史的、地理的環境

福万寺遺跡は、河内平野の東側、人尾市の東北部を南北に流れる玉串川と恩智川の間の低湿

地に位置し、福万寺町、福万寺町北、福万寺町南、上之島町北に所在する弥生時代から中世に

至る複合遺跡である。北東側は東大阪市の池島遺跡に接 しており、近年までは、条里制がこの

地域において良好に残存 していたことで知られている。当該地は旧国郡制でいうと、河内国河

内郡美野郷に属しているが、「河」「矢」「味」「走」の条里名が残る河内郡条里が福万寺で終わ

っており、また上之島は、高安郡条里の延長線上にあるという。このことから条里の上での郡

界が福万寺町南と上之島町北との間に当たることから

本来はここに郡境があったとする説もある。また河内

郡条里の南端は、一町分少なくなっており、高安郡条

里に切られた恰好になっている。さらに上之島に所在

する御野県主神社は、延喜式では、若江郡となってい

ることから、河川の氾濫の度に郡界の複雑な変遷がか

つてあったことが想起される。また、中世においては、

玉櫛庄が平安時代 (初見は長和 4年小右記に見える。)

から室町時代に至るまでの間、摂関家領としてこの付

近に展開していたと思われる。

古代においては、福万寺町北 4丁 目で、恩智川治水

緑地建設に伴い古墳時代の玉作 り跡が大阪府教育委員

会によつて調査され、子持ち勾玉や滑石製品が多量に

出土していることから玉串の由来とも関連する興味深

い発見があった。この一連の調査では、弥生時代のし

がらみや小区画水田跡、河川跡が検出され、弥生時代、

古墳時代、中世、各時代の上器、石器や木製品等が出

土し、各時代の遺構が検出されている。なお大阪府教

育委員会では、事業の関連から池島遺跡福万寺地区と

いう呼称を当遺跡に充てているが、調査地が人尾市域

に所在することや遺跡の発見の経過から八尾市では、

福万寺遺跡の呼称を使用することにした。

今回の調査地は、当遺跡の南部分に位置し、条里制

でいう河内郡と高安郡条里の境界である福万寺南 5丁

11こi
llと、二

Ⅲ
=

!|||:

幽

梓
.

―
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図 2 調査位置図



目と上之島北 3丁 目の境界を挟んだ南北の土地2800ポである。調査地北側の福万寺南 5丁 目は、

河内郡条里の味11坪に当たる。

誰 1 東大阪市遺跡保護調査会「池島町の条里守U遺偽 1973 由井喜太郎「1可内国の条里制について」ヒストリアー13 1956

天坊幸彦「上代浪華の歴史地理的研究」1947 山本 博 rtti可内の条里制について」考古学雑誌32-6 1942

棚橋利光「八尾の条里制」入尾市史紀要第6号 人尾市史編纂室 1976

森田康夫編「八尾編年史古代中世編」人尾市民文化叢書No l 人尾市立図書館1980

大野薫、積山洋「池島遺跡試掘調査概要 I」 大阪府教育委員会 1982 大野薫、阪田育功「池島遺跡試掘調査概要Ⅱ」大阪府

教育委員会 1983 阪田育功「池島遺跡発掘調査机要 I」 大阪府教育委員会 1鋸6 岸本道昭「池鳥遺跡発掘調査概要Ⅱ」大

阪府教育委員会 1986

第 2章 調査の経過

昭和57年 4月 に、福万寺町 5丁 目及び上之島 3丁 目において、昭和57年度事業として、上之

島小学校 [第 3山本小学校]新設を計画している旨の事前協議が人尾市教育委員会施設課を通

じてあつた。当該地については従来、遺跡として認識されていなかったが、開発規模が大規模

であることにより、昭和57年 9月 30日 に入尾市教育委員会文化財室によって遺構確認調査が実

施されることとなった。その結果地表下2.5m付 近に終末期の瓦器を多量に含む遺物包含層が

計画地全域にわたって存在していることを確認した。そのため、昭和57年 10月 6日 付けで遺跡

発見届を文化庁宛に提出するとともに、文化財保護法57条の 3に よる手続をとって、発掘調査

実施の協議に入った。全面発掘を前提として帥人尾市文化財調査研究会が実施することで協議

申

一

一

o                   10cm

図3 試掘調査出土遺物
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に留めるとともに、調査期間を実働60日 に限定して12月 末までに調査を終了することで協議が

成立し、協定を締結して昭和57年 11月 4日 より発掘調査に入った。調査の結果多数の遺構を検

出したが、時間的に不充分な調査にならざるを得なかったことは否めない。調査は、昭和57年

12月 30日 をもって終了した。なお遺物整理は、昭和63年度から平成元年 7月 まで実施し、本報

告書を作成 した。

調査日誌抄

11/4～ 10 調査準備工、府教委に支援依頼

11/11～  北区機械掘削開始 基準測量

11/15 排水溝及び包含層掘削開始

11/16 地区害!設定

11/17 排水溝掘削

11/18～ 22 包含層掘削及び精査

11/23 里道遺構検出漆器出土 包含層掘削

11/24～ 26 建物、井戸検出実測 包含層掘削

11/27 南区機械掘削開始

11/28 北区全体写真撮影

11/29 北区西部分写真撮影

11/30～ 12/2 平面実測 包含層掘削

12/2 府教委大野氏の視察教示を受ける。

12/3～ 5 北区東偵Jの調査、井戸等検出

12/6 南区包含層掘削開始、北区部分実測

12/7 北区東側遺構掘 り、部分実測

12/8 北区遺構掘 り終了、東側全体写真撮影

高安城を探る会北山本小 PTA見 学

12/9～ 13 北区東狽1の実測

12/14 本格的に南側の調査に移る。

12/15 基準測量 溝、土坑検出

12/16～ 18 井戸検出、溝の写真実測

12/19～ 22 南区遺構掘削と西狽!包含層掘削

里道の延長を確認

12/23 プレス発表

12/22～ 24 平面実測 西恨J包含層掘削

12/25 南区全体写真撮影、現地説明会

12/26～ 12/28井 戸等部分実測、遺物取上げ

12/29 さらに丼戸検出

12/30 遺構掘削、実測、写真

1/6～ 10 器材撤収と調査地の測量

現地説明会風景

-3-



図4 調査区配置図
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第 3章 調査の概要

I 層位 と調査方法

当遺跡の調査時の原地表は、海抜7.00m前後で、現況は水田であ

った。この地表より0。 4～ 0。 5mの砂まじりの水田耕土層を除去する

と約1.Omの淡青灰色の砂層が厚く堆積する。この砂層には、中世

の磨滅した土器が含まれ、中世以後の河川の氾濫によつて堆積した

土層であることがわかる。その底は青灰色粘土が堆積し、この粘土

層を0.3m除去すると遺物を多量に包含する暗灰色の砂まじりの粘

質土層に達する。遺構はこの層の下層である暗仄色粘質微砂及び灰

色微砂層をベースとして掘 り込まれており、海抜5m前後を遺構面

としている。その下層は灰色粘上が厚く堆積する。

調査の方法は、建築工事により破壊が予測される校舎の建設予定

部分と体育館の建設予定部分を対象として、南と北の調査区に分け、

遺物包含層直上まで約1.7mを機械により掘削した後、0.3mの遺物

包含層及び遺構面を対象として手掘りによる精査を実施した。

なお遺構の実測には国土座標を用いた。また遺物の取り上げには

遺構番号を付けたものの他は座標 X=34.300、 Y=151.250を 基

準 に5m方画の区割 りを行い東西線に数字、南北線にアルファ

ベットを用いて地区名を付 して実施した。

Ⅱ 遺構の概要

本調査で検出した遺構は、建物跡・井戸・溝・土

坑・池状遺構・道状遺構等で、北と南の各調査区でこ

れらの遺構によつて構成される屋敷跡と思われるもの

をそれぞれ検出した。以下に遺構の詳細について記述

する。

1.建物遺構

SBl

北調査区西側屋敷地の中央で検出した東西 2間 ×南

北 3間の建物で、東西3.6m～ 3.8m南北3.3～3.6mを

測る。東西の柱間は約1.8m～ 2.Omと 広 く、南北の柱

TP+7.00

6.lXl

5.00

4.00

耕土

淡青灰色砂

青灰色粘土

灰黄色粘質土

暗灰色粘質土 (包含層)

暗灰色粘質微砂 (遺構面)

灰色微砂

灰色粘土

図 5 基本層序図

七
―

―

0

図 6 SBl遺 構平面図

‐
忠
Ｙ
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間は lm～ 1.2mと狭 く

掘り方は径0.2～ 0.4cm、

測る。

なっている。柱穴の

深さは0.2～ 0.5mを

SB2

北調査区西側屋敷地の北付近で検出した東

西 2間 ×南北 2間の東西方向の建物で、東西

4.8m、 南北3.2mを 測る。東西の柱間は約

2.4mと 広く、南北の柱間は1.6mと 狭くなっ 図 7 SB2遺 構平面国

o             2m

図 8 SB4遺 構平面図

ている。柱穴の掘 り方は径0.2m以 下で、深さは0.2～ 0,3mを測る。

SB3

南調査区東側屋敷地の北部分で検出した東西 3間 ×南北 3間～ 4間の南北方向の建物で、主

軸はやや東に振っている。柱穴の重なり

から3回以上の建て替えが考えられ、当

初は総柱の建物であった可能性がある。

規模は最大で東西7.7m、 南北Hmを 測

る。東西の柱間は約2.0～ 1.8mであるが、

南北の柱間は2.5～ 3mと 広 くなってい

る。柱穴の掘 り方は径0.4m前後で、礎

盤を持つものがあり、深さは0.2～ 0。 4m

を測る。

SB4

南調査区東側屋敷地の南部分で検出し

た東西 r～ 2間 ×南北 2～ 3間の南北方

向の建物で、主軸はやや東に振っている。

柱穴の重なりから3回以上の建て替えが

考えられる。規模は最大で東西 4m、 南

北7.5mを測る。東西の柱間は約2.0～ 1.8

であるが、南北の柱間は 2～ 3mと なっ

ている。柱穴の掘り方は径0.2m～ o.4m

-6-



前後で、深さは0.2m前後を測る。

0             2m

図9 S33遺 構平面図
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SB5

南調査区東側屋敷地の西部分で検出した

東西 2間 ×南北 2間の矩形の建物である。

規模は東西5.6m、 南北5.8mを測る。東西

の柱間は約2.5m～ 3.5mで あるが、南北の

柱間は2.5～ 3mと なっている。 柱穴の掘

り方は径0.2m～ o.4m前後で、深さは0.2

m前後を測る。

2.井戸遺構

SEl

北調査区西側で検出した素掘の井戸で、掘 り方の

大きさは、南北1.3m東西1.4mの円形の平面形を呈

する。検出面からの深さは0.35mを 測 り、逆台形の

断面を呈する。埋土は灰青色のシルト～細砂である。

0               2耐

図10 SB5遺構平面図

1.灰青色粘土混じり細砂
2.灰青色シルト
3.灰青色粘土    灰色粘土
4.青灰色細砂混じリシルト
5.白灰色細砂

TP+4.600

図1l SEl遺 構平画断面図
SE2

北調査区西側で検出した素掘の井戸で、掘

り方の大きさは、南北1.4m東西1.6mで、方

形の平面形を呈する。検出面からの深さは

0.47mを 測 り、椀状の断面形を呈する。埋土

は灰青色のシルト～粘土である。

０ ５〇

一

1.

2.

3.

4.

青灰色シルト混じり粘土

灰青色粘土

灰青色細砂混じり粘土

白灰色砂混じり青灰色シルト

０ ５〇

一

TP+4.600

図12 SE2遺 構平面断面図

-8-



SE3

北調査区東南偵Iで検出し

た素掘の井戸で、掘り方の

大きさは、南北2.9m東西

2,7mで、円形の平面形を

呈する。検出面からの深さ

は0.6mを 測 り、皿状の断

面形を呈する。遺構の埋土

からは、土師器皿、刀子 (

388)が出上している。

― -1

-l-7 2

図14 SE3出土逆物実測図

1.

2.

3.

4.

濃灰色粘土

暗反色砂粘土

青灰色粘土

淡青灰色細砂

TP,+4.600

図13 SE3遺構平面断面図

SE4

北調査区西側中央付近で検出した素掘の井戸で、掘 り方

の大きさは、南北1,Om東西1.lmで、円形の平面形を呈す

る。検出面からの深さは0.6mを 測 り、す り鉢状の断面形

を呈する。

師
０ ５〇

一

図15 SE4遣格平面断面図
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SE5

北調査区東側で検出した素掘の井戸で、掘り方の大

きさは、南北0,7m東西0,7mで、円形の平面形を呈す

る。検出面からの深さは0.55mを 測り、U字形の断面

形を呈する。遺構の埋土は、灰色～暗灰色の粘土である。

・暗灰①
０ ５〇

一

０ ５０

崇

■轟 6 二

1.反色粘土
2.暗反色砂質粘土
3.暗灰色シル ト質粘土
3.暗反色シルト質粘土
4.淡灰色微砂

SE6         図16 SE5連構平面断面図

北調査区東狽〕で検出した井戸で、掘 り方の大きさは、

南北1.6m東西1.5mで、方形の平面形を呈する。検出面

からの深さは0.7mを測 り、す り鉢状の断面形を呈する。

掘方の中央に径50cnの 曲物を重ねて井筒をつくる。遺構

の埋土からは瓦器椀、瓦器皿、陶器壺、砥石が出土して

いる。

0                 10 cm

図18 SE6出土遺物実測図 1

-10-

図17 SE6遺 構平画断面図
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SE7

北調査区東側で検出した

素掘の井戸で、掘り方の大

きさは、】ヒ側は調査区外に

至 り、東西1.lm以 上の平

面形を呈する。検出面から

の深 さは0.6mを 測 り、逆

台形の断面を呈する。遺構

の埋土からは、暗灰色の砂

粘土～シルト粘土が堆積し

ている。

く
(くこここ:三老垂塞妻ン
グ
4

ヤ 6

0               10m

図19 SE6出 土遺物実測図 2

SE8

T,P+4.500

ｍ
０ ５〇

一

０ ５〇

一

TP+4.600

1.暗灰色砂混じり粘土
2.淡灰色粘土混じり微砂
3.暗灰色シルト粘土
図20 SE7遺構平面断面図

北調査区東側で検出した素掘 りの井戸で、掘 り方の大

きさは、南北1.lm東酉1.lmで、円形の平面形を呈する。

検出面からの深さは0.5mを測る。遺構の埋土からは、刀

子 (386)が出上している。

一 H―

図21 SE8遺構平面断面図



SE9

北調査区東側で検出した井戸で、掘 り方の

大きさは、東西2.Omで 北は調査区外に至 り、

方形の平面形を呈する。検出面からの深さは

0.65mを測る。井筒は、掘方の中央東狽Jに あ

り、径30cmの 曲物を 2段に設置し、上に羽釜

を乗せたものである。上層より下駄 (378)が

出土している。

TP+4.900

図22 SE9通構平画断面図

o                       10 cln

図23 SE9出 上追物実測図

S E10

北調査区東側で検出した井戸で、掘り方の大きさは、南北1.2m東西1.Omの 円形の平面形を

呈する。検出面からの深さは0.4mを 測り、椀状の断面形を呈する。掘方内に竹を縦にさし、

板材を用いた施設が存在したようである。遺構の埋土からは、瓦器椀、土師器皿、中国磁器片、

砥石が出土している。

０ ５〇

一

一-12-一



T.P+4.600

1.青反色砂質粘土
2.暗青灰色砂質粘土
3.濃灰色砂質粘土
4.暗反色砂質粘土
5.緑灰色砂質粘土
6.淡灰色微砂 .暗青灰色砂質土混じり
7.灰色砂質土
8.淡青反色微砂

図24 S E10通 構平面断面図

霧

~~14

~~16

~~18

~~15

--17

0                     10cm

図25 S E10出 土追物実測図
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S Ell

南調査区東側で検出した素掘りの井戸で、掘

り方の大きさは、南北1.8m東西1.95mで、円

形の平面形を呈する。検出面か らの深 さは

0,8mを測り、「U」 字状の断面形を呈する。遺

構の埋土には暗褐色から暗灰色の粘質上が堆積

し、 2層 には植物遺体を多量に包含している。

これらの埋土からは、練り鉢、三足瓦質釜、土

師器皿、砥石が出土している。

1.暗青褐反色砂質土
2.暗褐灰色砂質土

図27 S E12遺 構平面断面図

TP+4,600

1.暗青褐灰色粘質土
2.暗茶褐色粘質土
3.暗青灰色粘質土
4.暗掲灰色粘質土

図26 S Ell遺 構平画断面図

S E12

南調査区東側で検出した素掘 りの井戸で、掘 り方の大き

さは、南北1.55m東西1.5mで 、円形の平面形を呈する。

検出面からの深さは0.5mを 測 り、招 り鉢状の断面を呈す

る。遺構の埋土には暗褐灰色の砂質土が堆積しているが遺

物はほとんど出土しなかった。

0    5tlcm

―

０ ５〇

一

TP+4,600
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0                   10cm

図28 S Ell出 土遺物実測図 1
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図29 S Ell出 土遺物実測図 2
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S E13

南調査区東側で検出した井戸で、掘り方の大

きさは、南北1.6m、 東西1,5mの円形の平面形

を呈する。掘方の中央検出面より0.4mの とこ

ろから径0.5mの 曲物の井筒が 2段分残存して

いるのを検出した。井戸の底は、検出面からの

深さ約 lmを測る。井筒の埋土は砂質土、掘り

方の埋土は灰色系のシルトまたは粘土で、井筒

内からは、青白磁合子、瓦器、土師器皿、包丁

(384)、 針 (380)が出上している。 TP+4.800 6

1.暗青褐色砂質土
2.暗掲反色砂質土
3.淡青反色シルト
4.暗褐反色粘質土
5.淡青掲灰色シルト
6.淡青灰色粘質土
7.暗褐灰色粘質土

図30 S E13通 構平面断面図

S E14

南調査区東側で検出した素掘の井戸で、掘り方の大きさは、南北ユ.2m東西1.5mの楕円形の

平面形を呈する。検出面からの深さは0.55mを 測 り招り鉢状の断面形を呈する。遺構の埋土か

らは出土遺物がほとんど検出できなかったが瓦器椀と土釜片が各 1点出土している。

TP.+5.00

68

10cln

図32 S E14出 土遺物実測図

０ ５〇

一

図31 S E14遣 構平面断面国
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図33 S E13出 土遺物実測図 1
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図34 S E13出土遺物実測図 2
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S E15

南調査区東側で検出した素掘 りの井戸で、掘 り方の大

きさは、南北 lm、 東西1,lmの不整円形の平面形を呈する。

検出面からの深さは0。
4式
を測る。遺構の埋土からの出

土遺物はほとんど検出碁きなかった。

TP+4.500

図35 S E15通 構平面断面図

S E16

南調査区東側で検出した井戸で、掘 り方の大きさは、南北 lm東西 lmの円形の平面形を呈

する。検出面から深さは1.4mを測る。掘り方の中央の検出面より0。 4m以下で径0.5mの 曲げ

物の井筒を2段積んだ状況で検出した。井筒の埋土からは瓦器椀、瓦器皿、櫛 (368)が出土し

ている。また、井戸の上層には瓦器や

土釜類招鉢、砥石等が壊れた状況で集

積して出土した。井戸を埋めた後に投

棄したものであろう。

０５０〕

-20-

図36 S E16遺 構平面断面図
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口37 S E16出 土遺物実測図 1
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図38 S E16出 土遺物実測図 2
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図39 S E16出土遺物実測回 3
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0                      10cm

図41 S E16出 土遺物実測図 5

S E17

南調査区東側の南端で排水溝を掘削していた際に検出した井戸で、排水溝での掘 り方の大き

さは、南北0.5m、 東西0.5mの平面形を呈する。掘方内には、曲物を用いた径0.4mの 井筒を

ヤ 120

~121

図43 S E17出 土追物実測図

０５０〕
TP+4.500

図42 S E17遺構平面断面図
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3.溝状遺構

SDl

北調査区西側の南端と北調査区東側の北端付近で検出した東西方向の溝で、里道の南側の偵」

溝で、最大幅 2mで ある。検出面からの深さ15cmで 段を有 し、さらにそこから里道に沿って

0。 7mの幅で掘 りこまれている。最深部の深さは遺構面より0.35mを測る。遺構の埋土からは、

瓦器椀、瓦皿、土師器皿、中国磁器椀、下駄 (369,375)、 漆器、石鍋片が出土している。

SD2

北調査区西側の南端付近と北調査区東倶1の北端で検出した東西方向の溝で、里道の北側の側

溝である。最大幅 2mで、西端で SD4と 合流し、さらに広 くなっている。検出面からの深さ

は最深部で0.4mを測る。遺構の埋土からは、瓦器椀、土師器皿、下駄 (372)、 が出土している。

SD3

北調査区西狽1で検出した南北方向の溝で、幅0.8m、 東側の遺構面からの深さは0.2mを 測る。

遺構の埋土からは、棒状の木材片を検出しているが、用途は判らない。

SD4

北調査区西側で検出したSD3の 西側を平行 して走る南北方向の溝で、幅0.8m、 遺構面か

らの深さは0,2mを 測る。遺構の埋土からは、瓦器椀、土師器皿、砥石が出土 している。

SD5

北調査区東側で検出した南北方向の溝で、幅1.2m、 長さ4m、 検出面からの深さは0.lmを

測る。出土遺物は認められない。

SD6

北調査区中央付近で検出した南北方向の溝で、幅0.2m、 検出面からの深さは0.lmを測る。

SBlの 雨落ちまたは排水溝と考えられる。出土遺物は認められない。

SD7

北調査区西側の北端付近で検出した南北方向の溝で、幅0.2m、 長さ4m、 検出面からの深

-26-



さは0.lmを測る。 SB3の 雨落ちまたは排水溝 と考えられる。出土遺物は認められない。

8

6

SDl出土遺物実測図
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ヤ 134

ヤ 135
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0                   10じれ



~146

7

SD8

北調査区西側の里道の北で検

出 した東西方向 の溝 で、幅

1.6m、 検 出面 か らの深 さは

0.5mを 測る。西偵Jは コの字状

に途切れる。遺構の埋土からは、

土師器皿が出土している。

図45 SD2出 土遺物実測図

0                    1 0 cln

ヤ 55   
く三≡三こコ三≡≡竪グ

名56

ヤ 58   ヤ 59

~~161   
常 2

!  1 !¨

SD8出 土遺物実測国

W4
W57

ヤ 60
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ヤ 150

1 153

0 10cm

図47 SD4出 土遺物実測図

SD9

北調査区東側で検出した南北方向の溝で、幅3.5m、 検出面からの深さは0.2mを 測る。調査

区の中央でU字状に途切れ、南へ続 く。遺構の埋土からは、瓦器椀、瓦器皿、土師器皿、土釜、

す り鉢、下駄 (374)が出土 している。

S D10

北調査区東端で検出した南北方向の溝で、幅1.4れ 1、 検出面からの深さは最深で0。 2mを測る。

遺構からの出土遺物は、ほとんど認められない。

S Dll

北調査区中央付近で検出した南北方向の溝で、幅4.5m、 検出面からの深さは最深で0。 4mを

測る。遺構の埋土からは、瓦器椀、土師器皿、中国磁器が出土している。

S D12

北調査区東側で検出した東西方向の溝で、幅1.4m、 検出長17m、 遺

構面からの深さは最深で0.lmを 測る。遺構からは瓦皿が 1点出土した。図48
212

S D12出土遺物実測図

-29-



S D13

北調査区東側で検出した南北方向の溝で、北端は四角 く終わ り南は調査区外に至る。幅

0.8m、 遺構面からの深さは0.lm以下を測る。

S D14

南調査区東側で検出した南北方向の溝で、 S E13に切られている。北端は調査区中央で終わ

り南は調査区外に至る。幅0.6～ 0.2m、 遺構面からの深さは0.lm以 下を測る。

S D15

南調査区東端で検出した南北方向の溝で、南側屋敷地の東端を区別 している。南は調査区外

から延び、調査区南よりで北北東方向に屈曲し、北は調査区外に延びる。幅 3～ 1.8m、 遺構

面からの深さは0.lm～ 0.2mを 測る。遺構内からは、瓦器椀、瓦器皿、土師器皿、土釜、す り

鉢等が出土している。また、試掘時に出土した硯 (図 3)も この遺構に伴うものであろう。

⌒
へ
ヘ

会
7

図49 SD9出土遺物実測図 1
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回50 SD9出 土遺物実測図 2
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図51 SD9出 土遺物実測図 3
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211

0                      10cm

図52 S Dll出 土遺物実測図

S D16

南調査区の屋敷地の東側で検出した南北方向の溝で、幅0.6m、 検出面からの深さは0.2mを

測る。遺構の埋土からは、瓦器椀と下駄 (376)が出土している。

S D17

南調査区北拡張部で検出した SGlと SDlを つなぐ2本の南北方向の溝の東の溝で、幅

lm～ 0,7m、 検出面からの深さは0.2mを 測る。

S D18

南調査区北拡張部で検出した SGlと SDlを つなぐ2本の南北方向の溝の西の溝で、幅

lm～ 0.8m、 検出面からの深さは0.3mを 測る。遺構の埋土からは瓦器椀、刀子 (387)が出土

している。

S D19

南調査区西側で検出した南側の屋敷地の西を区画する南北方向の溝で、幅1.2m～ 1.8m、 検

出面からの深さは0.4mを 測る。

S D20

南調査区中央東よりで検出した 3本の南北方向の小溝のうち東側の溝で、幅0.3m、 検出面

からの深さは0.lmを 測る。

8⇒
ム 。
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--35-―

容

233

0                  10 cm

くくミミこここ:こと::::'ラそそ11          くくてEEここ::]:旨::ヨララフ

`:2



中翻

．．
２４８

一団

一
一

く星こここここと二二二5'多台眸。

ヤ 244

く(至三三≡王互三憂ラン
ク
242

硬豆コ≡ニノ243

くこ三三I≡玉至三≡多ンク244

ヤ 245

ヤ
246

o                     10cm

図55 S D15出 土遺物実測図 3
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0               10m

0                10cn

幅0.6m、 検出面

図57 S D18出 土遺物実測図

S D21

南調査区中央東 よりで検出 した 3本の南北方向の小溝のうち中央の溝で、

からの深 さは0.2mを測る。

S D22

南調査区中央東よりで検出した 3本の南北方向の小溝のうち西側の溝で、

からの深さは0.lmを測る。

-37-

幅0。 4m、 検出面



4.土坑

SKl

北調査区西側の北よりで検出した土抗で、南北1.4m、 東西1.3mの方形の平面形を呈する。

検出面からの深さは012mを測る。

SK2

北調査区西側の中央付近で検出した土坑で、南北4.4れ 、東西4-。4mの方形の平面形を呈する。

検出面からの深さは0,Smを測る。遺構内には、長さ1.6mと 1.9mの 2枚の板材を杭を打って

平行に立てて用いた1木枠を検出した。埋土からは、瓦器椀、土釜、瓦質鉢が出上している。

8

259

図58 SK2H土 遺物実測図
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1.灰色粘土
2.淡灰色粘土混じり微砂
3.淡反色微砂
4.暗灰色ンルト
5.資灰色粘土
6.黒灰色シルト
7.淡青灰色細砂

図59 SK2遺構平面断面図

SK3

北調査区東側で検出した土坑で、北側は調査区外に至る。東西4.5m

以上で平面形は明確にすることができなかった。検出面からの深さは図60 SK3出土遺物実測図

０ ５〇

一
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0.2mを測る。遺構の埋土からは、土師器の皿が出土 している。

SK4

北調査区東側で検出した土抗で、南北1.3m、 東西1.5mの不整円形の平面形を呈する。検出

面からの深さは0。 4mを測る。出土遺物はほとんどない。

SK5

北調査区中央付近で検出した土抗で、南北 2m以上で南側は調査区外に至る。東西は1.4m

で長方形の平面形を呈するものと思われる。検出面からの深さは0。 3mを測る。遺構の埋土か

T.P+5.00

図61 SK6遺構平面断面図
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らは、板状の木材を検出している。

SK6

南調査区東側で検出した土坑で、南北4.2m、 東西3.8mの 円形の平面形を呈する。検出面か

らの深さは0.6mを測る。遺構の埋土からは、瓦器椀や土釜が出土している。掘り込みは大き

いが井戸であった可能性も考えることができる。

tf君ヽ

69

0                     10 cn

7

図62 SK6出 土遺物実測図
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SK7

南調査区東側南端で検出した土坑で、南北3.5m、 東西3.4mの三角形状の平面形を呈する。

検出面からの深さ

は0.2mを 測 る。

S E14に切られて

おり、遺構の底か

らは、 S E16を検

出している。埋土

からは、瓦器皿や

土師器皿が出上 し

ている。

ヤ
27S

2.淡青灰色細砂と黄反色細砂の互層
3.淡掲灰色砂質上

図63

一
231

一
282

SK7遺構平画断面図
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図64 SK7出 土遺物実測図
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SK8

南調査区東側で検出した土抗で、北は調査区外に至る。南北1,8m以上、

東西1.9mの方形に近い平面形を呈する。検出面からの深さは0.lmを測る。

遺構埋土からは、土師器皿が 1点出上している。
ヤ

298

図65 SK8出 土遺物実測図

5.池状遺構

SGl(SK9)

南調査区中央北側で検出した池状の遺構で、北lRllは調査区外に至るが、南北 6m以上、東西

11.5の不整方形の平面形を呈する。検出面からの深さは0.4mを測る。遺構の埋土からは、瓦

器椀、瓦器皿、土師器皿、中国磁器片、砥石が出上している。

SG2(S K10)

南調査区中央南側

で検出した池状の遺

構で、南北 3.6m、

東西 3,7mの不整円

形の平面形を呈する。

検出面からの深さは

0.6mを 測る。遺構

の埋土からは、土釜

と中国磁器片が出土

している。

TP,+4.800

1.暗青反色粘質土
2.暗青掲反色粘質土
3.暗褐反色粘質土
4.淡反色微砂

図66 SG2遺構平面断面図
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図67 SGl出土遺物実測図 1
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図68 SGl出土遺物実測図 2
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6.道路遺構

SRl

北調査区西狽Iの南端と南調査区北拡張部の北端で検出したSDlと SD2に よって区画され

た東西方向の道路で、現在の上之島町北と福万寺南の間の境界線 (里界)に一致する。幅約

1.8mを測る。

SR2

北調査区西側で検出したSD3と SD4に よって区画された南北方向の道路で、北側屋敷地

の西を区画する。幅は0.6～ 1,8mを測り、北側が広くなり、南は狭くなってSR3と交わる。

SR3

北調査区西側で検出したSD2と SD8に よって区画された東西方向の道路で、北側屋

敷地の南を区画する。幅は 1.2～ 1.8mを測り、西はSR2と 交わって終わる。

SR4

南調査区西側で検出したS D19と 耕作地と考えられる西側の低地によつて区画された南北方

向の道路で、南側屋敷地の西を区画する。この道路の延長と思われるものが北調査区のSD9

の西に沿って上の違いになってみられ、SRlと 交差するものと考えられる。幅は約1.4mを

測る。
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Ⅲ 出土遺物

1瓦器椀

当遺跡出土の瓦器椀は、その多くが終末期に近いものであり、南河内の瓦器椀の編年に照ら

すとⅢ-3期～Ⅳ-3期 までの瓦器椀が含まれる。器高、高台、見込みの暗文によって4タ イ

プに分類した。

瓦器椀A:器高が高く明瞭な高台が機能し、椀の形態を残すもので、外面の調整は指押さえの

みで、へら磨きはすでに見られない。内面の見込みには、やや密な圏線の中に平行暗

文が認められる。

瓦器椀B:器高は低く高台は形式的となり退化傾向にある。外面の調整は指押さえで、内面の

見込みには、粗雑な圏線の中に平行暗文が見られる。

瓦器椀Ci器高は低く高台は退化傾向にある。外面の調整は指押さえで、内面の見込みには暗

文がなく、渦状の圏線だけとなる。

瓦器椀D:器高は瓦器椀 Cよ りもさらに低平となり、日径もやや小さい。高台はさらに退化し

てその機能をなさず完周しないものが多い。外面の調整は指押さえで、内面の見込み

は、圏線が退化して渦文になる。

瓦器椀E:器高は低く高台は消滅し、椀の形態をなさない。外面の調整は指押さえで、内面の

見込みにはさらに退化した渦文が見られる。

これらは、形式的にA→ B→ C→ D→ Eの変遷が考えられるが、当遺跡の遺構での出土状況

から共伴例を検討してみると、 S E16の 井筒内出土のもの (88～ 90)は、A類 (88)と B類

(89,90)だけであり、最上層で検出した井戸廃絶後の土器集積 (69～ 87)にはAttB類の他、

C類 (69,80.85.87)が 含まれている。また、 S Ellは B類 (37.41.43.46)と C類 (38.

40,44)D類 (39.42.45)が共伴する。さらにS E16の近接位置に掘削されたと考えられる

S E13にはD類 (48.50.52.53.54.55)と E類 (49.51.56)が共伴する。SE6は E類

(3,4)のみである。これに基づいて時期的な遺構の変遷を考えてみると、 S E16井筒内→

S E16上層→ S Ell→ S E13→ SE6の変遷が瓦器の形態変化から伺うことができる。以上のこ

とからみるとSK6は D類 (263.267.268)と E類 (265.266.269,270)が 主体となって

共伴することからS E13に並行すると考えられる。他の溝や土坑などの遺構資料は 4型式以上

にまたがる資料が多く、時期幅があるものと思われるが、層位的な取り上げを行わなかった為

に、時期区分を明確にすることができなかった。また、遺跡の廃絶時期に近い為か、総対的に

D類、E類に属する瓦器が多く、A類は極めて少ない。
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表 1瓦器椀形式分類表

A

――

D

B E

C
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SDl

表 2

S E16

S Ell

S E13

SK6
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SD9
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2.瓦器皿

径 8 cm～ 9 cmの小皿である。底部は指押さえで日縁部を強く撫でる。見込みの暗文はなく、

圏線もSD9の一例 (184)を 除いて認められない。S E16(91～ 98).SD9(182～ 184)。

SK7(275～ 280)か らは、比較的多くの瓦器皿が出土している。

3.土師器皿

径10cm～ 12cmの大型の皿と8 cm前後の小皿がある。調整は外面底部に指押さえがみられ、日

縁と内面はていねいに撫でている。日縁部は湾由して立上がり、まるくおさめるものが多い。

また、底部は平たく薄いものが多いが、底部中央が盛上がりぎみになるものが S E10(14.

16).S Ell(30)。 S E13(58.60.61).SD9(192.189)。 S Dll(207).S D15(244).

SK7(291.294.295.297)等 の各遺構で若千みられる。

4. 可コ亀儀

羽釜は、土釜と瓦質の三足釜があり、 3タ イプに分類した。

羽釜 A:「 く」の字に外反する日縁部をもつもので、鍔付甕の形

状を残す古い形態を示す (22.68.109.110.237.260)。

羽釜 BI口縁端部が肥厚 し玉縁状をなすもので、内傾する日縁

をもつもの (10.113.115。 116.117.273.322)と 内

湾する日縁をもつもの (112.114.274)が ある。

羽釜C:瓦質の三足釜で日縁は内傾 し、端部は面を有する。器

高の低い偏平な体部をもつ (21.104.105.107.108.

202)。 SK6か らは、ミニュチュアの製品 (272)が 出

土している。

-54-

表 3 羽釜の形式分類表



5。 東播系須恵器

兵庫県神戸市の神出、魚住古窯跡群で焼成されたもので、片口鉢、壼、甕がみられる。

片口鉢 :口縁部は内湾ぎみに立ち上がり、端部は玉縁状をなす。底部は平たく周縁は円みをも

つ。 S Ell、 SD9の例 (20.203)では、端面が九みをもち、稜が判然としないがSE

16(101,102)の 例は他遺構出土例に比し口縁がやや直線的で端面の稜が目立つ。また

SK2には、非東播系の瓦質に近い焼成の鉢 (261)が出土している。

壺  :SE6例 (506)のみで、日縁部は外反した後垂直な端面をもっておわる。

甕  :S E16と S D15に見られる (111.235.236)。 体部より叩き出した日縁部は大きく外

反し、外面に調整痕を残す。端部は面をもつ。

6。 中国磁器

当遺跡出上の中国磁器には、古いもので12～ 14世紀頃の時期に比定できるものが認められる。

青白磁 :3431よ 反りをもつ青白磁の蓋であり、外面には型造りの花文の浮文がある。淡青色釉

は薄く、身受部は露胎である。3441よ青白磁小壺である。体部外面に蓮弁を削り出し、

その上部には列点文を配している。薄めに施釉され、日縁部は露胎である。343の蓋と

組み合うものと思われる。345は青白磁の合子である。型造りにより蓮華文を浮き出す。

光沢のない淡青色船は薄く、回縁部は露胎である。

青 磁 :346は、外面に薄くつやのない淡灰緑色の釉をほどこされた壷で、肩に2条の沈線を

入れた横形の耳を付す。破片のため、耳の数は正確にはわからないが四耳重であろうと

思われる。324～ 331,334.335.342.347～ 351.353～ 356.358.359は 、いずれも龍

泉窯系青磁碗である。内外面とも無文のもの (329～ 331.334,347.349。 351)、 内面

に櫛状のもので花文様を施しているもの (353)、 内面を2本の沈線によって分割し、そ

の中に飛雲文を施すもの (342)、 外面に蓮弁を削り出すもの (328.348.350。 355。

356.358.359)、 見込みに花文様をスタンプするもの (324.327)「福」字をスタンプ

するもの (325.326)、 外面の連弁の上に縦櫛目を入れ、さらに内面に花文様を施すも

の (354)な どが見られる。淡青色または淡緑色を呈する釉が施され、高台部は露胎で

ある。323.339,3401よ 同安窯系青磁皿である。内外面無文のもの (339。 340)と 内面

にいわゆる猫掻き目を有するもの (323)が ある。いずれも外面体部下半と底部には施

釉されていない。

白 磁 i332.333。 336.341.351,357は 白磁碗、337.338は 白磁皿である。やや淡青色を帯

びた乳白色の釉調のもの (336)、 黄色みを帯びた白色の釉を施すもの (332,333)、 そ
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図73 中国磁器実測図 2

して14世紀の白磁の特徴である日縁部を露胎とする「口禿」のもの (338.341.351,357)が

ある。また皿は、底部全体まで釉が施されている。

以上の磁器のうち白磁碗、皿の多くと青白磁の合子 (345)重 (344)蓋 (343)お よび薄め

に施釉されている青磁碗 (330,342.353.355)皿 (323.339)は 古相を呈し、12～ 13世紀頃

の時期のものと思われる。
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7.木製品

木製品は主として溝から出上しているものが多く、井戸と包含層からの出土品もある。下駄、

漆器椀、木錘、紡錘車、櫛、用途不明木製品がある。

下駄  :台木に鼻緒の穴を3孔穿つもので、鼻緒の先の穴が中央にあるのが特徴で、左右の区

別はない。歯は 2枚付し、一木より削り出すもの、差し込み式になっているもの、木釘

により接合するものとがある。台木の長さが20～ 22cnl前後で幅10cmの大型のものと長さ

18cm以下で幅 8 cmの中型のもの、長さ16cm以下で幅 7 cm以下の小型のものとがある。高

さは、残存の良いもので、それぞれ3.5cm、 2.5cm、 2.Ocmと なる。 (369～ 378)

漆椀  :黒漆の下地に朱漆で文様を描いたもので、三弁の花文を内向きに3枚合せて構成し

た丸文を配するもの。雷文を施すもの。草花を表すと思われるものがある(360～ 365)。

木錘  :断面は円形を呈し、中央がくびれ、両端へ逆円錐状に広がる。むしろ編み具と考えら
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図74 木製品実測図 1
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図75 木製品実測図 2

-59-



///7ィ t冶 41

珍
赫
好
珍
勿
簗
珍

図76 木製品

-60-



れる。 (366.367)

紡錘車 :径 7 cmの円盤状に加工された材の中央に8mm程度の穴があけられており、紡錘車と

して使用されたものであろう。 (368)

櫛  i S E16よ り出土したもので、間が欠落するが、両端が残存し1個体分あると思われ、

図のように復元できる。断面は、縦長の逆三角を呈するが、背側は円く仕上げている。

(378)

8.石製品

砥石が殆どであるが、石硯と石鍋が出土している。

石硯  :黒色の粘板岩製の小型のもので、海と陸の差が緩やかである。遺構確認調査実施時に

出土した。試掘抗の位置を検討したところ、 S D15に伴っていた可能性が強い。 (図 3)

石鍋  :暗緑灰色の滑石製のもので、国縁部は不明であるが、平たい円形の底部に上外方に立

ち上がる身をもつ。外面には、縦方向に削つて成型したノミ跡が顕著に見られる。(137)

砥石 :総て黄白色の流紋岩製で、断面方形を呈し、各面に維方向の使用痕を残し、中央がく

ばむ。

9.金属製品

包丁、刀、刀子、鏃、楔、用途不明金具、

銅銭などがある。

包丁  :S E16よ り出土したもので、身の

背側は直線的で面を有する。刃部は

弧状をなし、切先は尖る。木製の柄

は断面長方形をなし、装着部狽Jが太

くなる。 (384)

刀  :直 刀の断片であろうと考えられる

ものが 2点出土している。柄に装着

する部分は、留孔を有さず先端が尖

り差込みになっている。(381.382)

刀子  :背側は直線的で切先は弧状をなし

尖がる。いずれも柄との装着部は留

子しを有する。 (386～ 388)

:先端は四角く尖り、基部は断面円

形をなす。柄と装着する茎部は断面

鏃
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方形をなして先端が尖がる。 (383)

:断面長方形を呈し、頭は太く、先端は細い。 (358)

その他 :勾状を呈するものと針状を呈するものがある。 (379。 380)

銅銭  :いずれも北宋銭で、「天薦通宝」 (lo17)「熙寧元宝」 (1013)「皇朱通宝」

(1039)が読取れる。天薩通宝はSDH、 他は包含曙より出土している。
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表 4 福万寺遺跡遺構別出土遺物一覧表
遺構名 瓦器椀 瓦

器
皿

土師皿 羽 釜 東播系 磁器 木製品 石
　
製

鉄製品

A B C D E 大 /1ヽ A B C 鉢 他 枕 他 下駄 他 刀 他

SE3

SE6

SE8

SE9

S E10

S Ell

S E13

S E14

S E16

S E17

SDl

SD2

SD4

SD8

SD9

S Dll

S D12

S D15

S D16

S D18

SK2

SK3

SK6

SK7

SK8

SGl

SG2

2

３

　

　

１

1

1

1

1

1

1

1

3

6

２

　

　

３

　

　

１

1

ユ

1

１

　

　

３

　

　

７

1

3

2

1

7

・４

　

１

　

２

3

2

1

４

　

　

２

1

ユ

６

　

　

１

　

　

３

5

6

1

8

2

4

１

　

　

２

　

　

２

6

1

1

1

1

1

4

1

ユ

1

2

５
　
■
　
４

1

2

1

1

1

6

13

5

4

・ ６

　

１

　

１

1

１
■
　

　

つ
る

1

1

1

7

2

1

ユ

5

1

ユ

1

1

1

ユ

1

2

ユ

つ
々

ユ

1

1

ユ

1

1

1

つ
々

1

ユ

l

3

1

3

ユ

ユ

2

９

留

2

1

1

1

1

1
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表 5 遺物観察表 1
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残 在 率 回径 器高 高台径 色 調 胎  土 焼   成 技法の特徴 備  考

1 SE3 P L10 土師器皿 日縁部一部
欠損

ユ ] にぶい灰橙色

・橙色

05～ 6 0mm

の小石粒

良婿

2 SE3 P L10 土師器皿 %残有 13 淡灰黄色 05～ 1 0mm

の小石粒

良婿

3 SE6 P L10 瓦器碗 日縁部%欠
損

H5 暗灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし

4 SE6 Pし 10 瓦器碗 完形 黒灰色・灰褐

色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし

5 SE6 陶器壺 日票部%残
存

青緑色 05～ 0 3mm

の小石粒

良好 施釉

6 SE6 P L10 瓦器皿 日縁部一部

欠損

暗灰色 やや粗 窯変あり

7 SE6 P L10 砥石 淡灰黄色

8 SE6 P L10 曲物

9 SE6 P L10 曲物

SE9 P Lll 羽釜 底部欠損 橙色 黒褐色 05～ 6 0mm
の小石粒

良好 外面に煤仕

着

S E10 P Lll 瓦器碗 %残存 30 黒灰色・灰自

色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台は欠落

している

S E10 PLH 瓦器碗 %残存 暗灰色 精良 良好 見込みに平

行文

S E10 PLH 瓦器碗 %残存 42 暗灰色・灰白

色

精良 良好 見込みに渦

文

S E10 P L12 土師器皿 蒻残存 10 淡仄黄色 05～ 3 0mm
の小石粒

良婿

S E10 P L12 土師器皿 完形 11 淡灰橙色 橙
色

05～ 1 0mm
の小石粒

良婿

S E10 P L12 土師器皿 %残存 12 灰黄橙色 05～ 2 0mm

の小石粒

良好

S E10 P L12 土師器皿 日縁部一部
欠損

11 灰黄橙色 05～ 1 0mR
の小石粒

良好

S E10 P L12 土師器皿 日縁部%欠
損

12 淡灰黄色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

S E10 Pを 11 砥石 淡灰黄色

SEH ねり鉢 %残存 101 暗灰色・灰色 10～ 4 0mm

の小石粒

良好

21 SEH 三足釜 日縁都%残
存

黒色 10～ 5 0mm

の小石粒

良好 外・内面に

煤付着

SEH 羽釜 日縁部/残
存

32 4 暗橙色 暗褐
色・黒色

05～ 1 0mm

の小石粒

良好 内面に煤付

着

SEH P L14 瓦器皿 %残存 13 黒灰色 やや粗 良奸

SEH P L14 瓦器皿 日縁部一部

欠損

16 黒灰色 精良 良好

SEH P L13 ±1而器皿 完形 14 灰黄褐色 05～ 1 0mm

の小石粒

良好

SEH P L13 土師器皿 完形 11 淡仄橙色 05～ 6 0mm

の小石粒

食好
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表 6 遺物観察表 2
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残在 率 日径 器高 高台径 色 調 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

S Ell P L13 土師器皿 日縁部一部

欠損

13 淡灰橙色 05～ 1 0mm

の小石粒

良好

S Ell P L13 土師器皿 完形 80 17 淡灰橙色 05～ 20剛

の小石粒

良好

SEH P L13 土師器皿 日縁部%欠
損

淡灰橙色 05～ 1 0mm
の小石粒

良好

S Ell P L13 土師器皿 X残存 11 淡黄褐色 05～ 1 0mm

の小石粒

良好

S Ell P L13 土師器皿 日縁部%欠
損

12 淡灰橙色 05～ 1 0mm

の小石粒

良好

SEH P L13 土
'市

器皿 %残存 83 13 灰黄褐色 05～ 1 0mm
の小石粒

良好

S P L13 土師器皿 %残存 16 淡黄褐色 05～ 1 0mI
の小石粒

良好

S Ell P L14 砥石 淡灰橙色

S Ell P L14 砥石 淡灰橙色

S Ell P L14 砥石 淡灰黄色

S Ell P L15 瓦器碗 /欠損 37 37 暗灰色 `灰白

色

精良 見込みに平

行文

S Ell P L15 瓦器碗 完形 37 25 暗灰色・黒灰

色 灰白色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

SEH P L15 瓦器碗 /欠損 27 暗灰色・灰白

色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

40 P L14 瓦器碗 %残存 36 暗灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

41 SEH Pと 15 瓦器碗 %残存 132 31 黒灰色 `灰白

色

精良 窯変あり 見込みに平

行文

S Ell P L15 瓦器碗 %残存 31 黒灰色・灰白

色

精良 雫変あり 見込みに渦

文

高台は欠落

してヤヽる

S Ell P L14 瓦器碗 %残存 2、 5 黒仄色・灰白

色

精良 窯変あり 見込みに平

行文

S Ell P L15 瓦器碗 %残存 133 暗灰色 淡灰
色

やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

S Ell P L15 瓦器碗 完形 34 黒灰色 やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

S Ell P L15 瓦器碗 %残存 淡黒灰色 精良 良好 見込みに平

行文

47 S Ell P L15 瓦質ねり鉢 日縁都%残
存

黒灰色 やや粗 良好

S E13 P L17 瓦器碗 日縁部%欠
損

118 32 黒灰色・淡灰

色

やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

S E13 P L17 瓦器碗 %残存 110 31 黒灰色・淡灰

褐色

精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

S E13 P L17 瓦器碗 影残存 31 25 暗灰色 精良 良好 見込みに渦

文

S E13 瓦器碗 /残仔 黒灰色 灰白
色

精良 窯変あり 見込みに平

行文

高台なし
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表 7 遺物観察表 3
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残 在 率 日径 器高 高台径 色 調 胎   土 焼  成 技法の特徴 備  考

S E13 P L17 瓦器碗 日縁部/欠
損

ユ2 0 31 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

S E13 P L16 瓦器碗 完形 125 34 黒灰色・灰白

色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

S E13 Pを 17 瓦器疏 完形 127 32 暗灰色・灰自

色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

S E13 P L17 瓦器碗 完形 126 黒灰色・暗青

灰色

精良
良好

見込みに渦

文

S E13 P L16 瓦器碗 握欠損 27 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし

57 S E13 P L17 瓦器碗 日縁部%残
存

30 暗灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

S E13 P L16 土師器皿 /残存 74 12 橙色 05～ 1 0mm
の小石粒

良好

S E13 P L16 土師器皿 完形 13 灰黄橙色 05～ 2 0mm

の小石粒

良好

S E13 P L16 土師器皿 %残存 12 橙色 05～ 1 0mm

の小石粒

良好

S E13 P L16 土H市器皿 完形 81 l] 灰黄橙色 10～ 6 0mn

の小石粒

良好

S E13 P L16 土師器皿 日縁部%欠
損

24 橙色 05～ 1 0mm
の小石粒

良好 底部 3ケ 所
に方形穿孔

S E13 P L18 山物 42 8

S E13 P L18 曲物 410

S E13 P L18 山物 39 2

66 S E13 P L17 曲物

S E14 瓦器碗 /残存 25 暗灰色・淡灰

色

精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

S E14 羽釜 日縁部%残
存

暗褐色・黒色 05～ 1 0mm
の小石粒

良好 内面に煤付

着

69 S E16

上層

瓦器碗 /残存 3] 37 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

S E16

上層

P L19 瓦器碗 日縁部%欠
損

43 47 暗灰色・灰白

色

精良 窯変あり 見込みに平

行文

S E16

上層

瓦器碗 /残存 33 白灰色灰里
∵
色

精良 良好 見込みに平

行文

72 S E16

上層

瓦器碗 /残存 142 31 黒灰色・灰白

色

精良 窯変あり 見込みに平

行文

S E16

上層

瓦器碗 /残存 144 35 灰偶色 灰橙
色・灰白色

精良 良好 見込みに平

行文

S E16

上層

P L19 瓦器碗 %残存 40 黒灰色・灰白

色

やや14 窯変あり 見込みに平

行文

S E16

上層

P L19 瓦器碗 %残存 24 暗灰色 精良 窯変あり 見込みに平

行文

S E16

上層

瓦器碗 %残存 黒灰色・灰白

色

精 良 良好 見込みに

'局文
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表 8 遺物観察表 4
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残 在率 日径 器高 高台径 色 調 胎  上 焼  成 技法の特徴 備  考

S E16

上層

瓦器碗 %残存 41 淡灰色 精良 賞好 見込みに平

行文

S E16

上層

瓦器碗 %残存 37 暗褐色・淡灰

赤色・灰白色

やや粗 良好 見込みに渦

文

S E16

上層

瓦器碗 /残存 37 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに平

行文

S E16

上層

P L19 瓦器碗 %残存 黒灰色 灰白
色

精良 良好 見込みに渦

文

S E16

上層

瓦器碗 /残存 33 16 黒灰色 精良 良好 見込みに平

行文

S E16

上層

瓦器碗 日縁部%欠
損

39 黒灰色・灰白

色

精良 良好 見込みに渦

文

S E16

上層

Pと 19 瓦器碗 %残存 12 2 31 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

S E16

上層

P L19 瓦器碗 %残存 138 40 32 黒灰色 やや粗 窯変あり 見込みに平

行文

S E16

上層

瓦器碗 /残存 4] 黒灰色・灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

S E16

上層

冗器碗 /残存 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

S E16

上層

瓦器碗 /残存 暗灰色・灰色 精良 良好 見込みに渦

文

88 S E16 瓦器碗 /残存 142 5J 黒灰色 やや粗 良好 見込みに平

行文

89 S E16 P L19 瓦器碗 %残再 黒灰色 精良 良好 見込みに平

行文

S E16 Pと 19 瓦器碗 完形 34 3] 黒灰色 精良 良好 見込みに平

行文

S E16

上層

P L20 冗器皿 日縁部%欠
損

黒 仄 色・ 灰

色 ,灰 白色

精良 良好

S E16 P L20 瓦器皿 %残存 17 黒灰色 精 良 窯変あり

S E16

上層

P L20 瓦器皿 厖残存 暗灰色 淡灰
色

精良 窯変あり

S E16

上層

P L20 瓦器皿 %残存 黒灰色・灰色 精良 良好

S E16

上層

P L20 瓦器皿 %残存 黒灰色 精良 良好

S E16

上層

P L20 瓦器皿 %残存 78 14 暗灰色 精良 窯変あり

S E16

上層

P L20 瓦器皿 %残存 90 黒灰色・灰色 精 艮 良好

S E16

上層

P L20 瓦器皿 日縁部%欠
損

87 と 8 暗灰色 淡灰
色

精良 窯変あり

S E16 P L20 土師器皿 完形 78 16 暗灰褐色・灰

褐色

05～ 1 0mm
の小石粒

良好

100 S E16 瓦質鉢 χ残存 暗灰色 精 良 良好

S E16 P L21 ねり鉢 /残存 H5 暗灰色 やや粗 良好 東播系

-67-



表 9 遺物観察表 5
遺物No 遺樗名 写真図版 器  種 残 在 率 日径 器高 高台径 色 調 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

S E16 P L21 片日ねり鉢 %欠損 暗灰色 やや粗 良好 東播系

S E16 P L21 砥石 灰黄色

104 S E16 三足釜 日縁部/残
存

暗灰色 精良 良好

S E16 三足釜 目縁部%残
存

17 0 暗褐色 ,淡灰

色

精良 良好 内面に煤付

着

S E16 三足谷 日縁部%残
存

暗灰色 ,暗褐

色

精良 良好

S E16 P L21 三足釜 /残存 黒色 精良 良好 外・内面に

煤付着

S E16 P L21 三足餐 %残存 21 4 暗灰色 精良 良好 外面に煤付

着

S E16 羽釜 日縁都/残
存

暗禍色 05～ 1 0ml
の小石粒

良好 外面に煤付

着

S E16 羽釜 日縁部/残
存

暗褐色 05～ 10m
の小石粒

良好 外・内面に

煤付着

S E16 須恵器甕 日縁部/残
存

淡灰色 精良 良好 外面にタタ

キ(4条 /1cm)

S E16 羽釜 目縁部%残
存

22 7 暗褐色・黒褐

色

05～ 104m
の小石粒

良好

S E16 羽釜 日縁部%残
存

黒褐色・赤褐

色

05～ 2 0mm
の小石粒

良好 外面に煤付

着

114 S E16 羽釜 日縁部%残
存

赤褐色・暗褐

色

0 5´ヤ2 0mm

の小石粒

良好

S E16 羽金
日縁部残存

淡赤掲色・暗

禍色

05～ 2 0mr
の小石粒

良好

S E16 羽釜 日縁部/残
存

黒偶色・赤福

色

05～ 2 0mm
の小石粒

良好 外面に煤付

着

S E16 羽釜 日縁部%残
存

黄褐色 暗帽
色

05～ 2 0mm
の小石粒

良好 外面に煤付

着

S E16 羽釜 日縁部/残
存

灰掲色・黒褐

色

05～ 2 0mm
の小石粒

良好

S E17 P L23 瓦器碗 日縁部%欠
損

30 暗灰色・淡灰

色

精良 良好 見込みに渦

文

S E17 P L23 土師器皿 /残存 淡灰橙色 05～ 2 0mm
の小石粒

良好

SEユ 7 P L23 土師器皿 %残存 11 淡灰橙色 05～ 1 0mm
の小石粒

良好

SDl P L22 瓦器碗 %欠損 黒灰色 ,暗灰

色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし

SDl P L22 瓦器碗 %残存 25 黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

SDl P L22 瓦器碗 /残存 黒灰色 灰自
色

精良 良好 見込みに渦

文

SDl P L22 冗器碗 日縁部%欠
損

30 黒灰色・灰白

色

精良 良好 見込みに渦

文

126 SDl P L22 瓦器碗 日縁部/欠
損

黒灰色 灰白
色

情良 良好 見込みに達

結輪状文
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表10 遺物観察表 6
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残 在 率 日径 器高 高台径 色 調 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

SDl P L22 瓦器碗 %残存 12 0 黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

SDl P L22 瓦器碗 日縁部%欠
損

134 黒灰色 淡褐
色・灰白色

精良 良好 見込みに渦

文

8Dl P L22 瓦器碗 %残存 12 1 30 黒灰色・灰白

色

精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

130 SDl P L22 瓦器碗 %残布 130 暗灰色 精良 良好 見込みに渦

文

SDl P L22 瓦器碗 日縁部/八
損

120 31 黒灰色 灰白
色

精良 良好 見込みに渦

文

SDl P L22 瓦器碗 %残存 20 黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

高台は欠落

している。

SD〕 P L23 瓦器皿 完形 13 黒灰色 精良 良好

SDl P L23 瓦器皿 完形 16 黒灰色 精良 良好

SDl P L23 土師器皿 %残存 13 淡茶灰色 精 良 良好

SDl P L23 土師器皿 日縁部一部
欠損

116 20 淡黄禍色 0 5mm前 後
の小石粒

良好

SDl 滑石製石鍋 底部/残存 黒色 底径 :170

SD2 P L24 瓦器碗 %残存 35 黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

SD2 P L24 瓦器碗 ×残存 32 灰黒色・灰白

色

精良 良好 見込みに渦

文

SD2 P L24 瓦器碗 日縁部/欠
損

112 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし

SD2 P L24 瓦器碗 %残存 灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

142 SD2 P L24 瓦器碗 %残有 122 暗灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし

SD2 P L24 瓦器碗 日縁部%欠
損

12,7 32 灰橙色・灰責

橙色

精良 外底部に

黒斑あり

見込みに渦

文

SD2 P L24 瓦器碗 日縁部/欠
損

黒灰色・灰自

色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

SD2 P L24 瓦器碗 日縁部一部

欠損

1、 4 黒灰色 灰白
色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

SD2 P L24 土師器皿 %欠損 13 淡乳灰色 05～ 2 0mm
の小石粒

良好

SD2 P L24 土師器皿 完形 118 淡褐色 05～ 10剛
の小石粒

良好

SD4 P L25 瓦器碗 %残存 116 灰白色 やや粗 良好 見込みに渦

文

高台は欠落

している。

149 P L25 瓦器碗 日縁部%欠
損

33 灰黄色・灰赤

色

精良 良好 見込みに渦

文

SD4 P L25 土師器皿 %残存 79 淡灰橙色 05h4前 後
の小石粒

良好

SD4 P L25 土師器皿 %残存 にぶい橙色 0 5mm前 後

の小石粒

良好

SD4 P L25 砥石 淡灰橙色
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表11 遺物観察表 フ
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残在 率 日径 器高 高台径 色 調 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

P L25 砥石 灰白色

SD8 P L26 土師器皿 完形 淡黄橙色 0 5nII前 後

の小石粒

良好

SD8 P L26 土師器皿 日縁部/欠
損

灰黄橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SD8 P L26 土師器皿 完形 14 灰黄栓色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SD8 P L26 土師器皿 日縁都一部
欠損

16 灰黄橙色 05鰤 以 下

の小石粒

良好

SD8 P L26 土師器皿 日縁部一部
欠損

13 灰黄橙色 0 5mm前 後
の小石粒

良好

SD8 P L26 上師器皿 口縁部%欠
損

灰黄橙色 0 5mm前 後
の小石粒

良好

SD8 Pと 26 土師器皿 %残存 Lユ 淡灰禍色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SD8 Pと 26 土師器皿 日縁部%欠
損

12 灰黄橙色 05� 以 下
の小石粒

良好

SD8 P L26 土師器皿 日縁部一部

欠損

13 淡灰黄色 0 5mm前 後

の小石粒

良好

SD9 P L28 瓦器碗 %残存 132 37 黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

SD9 P L27 瓦器碗 %残存 112 灰色・黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

SD9 P L27 瓦器碗 %残存 17 暗灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

SD9 P L28 瓦器碗 %残存 140 27 灰色・黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

SD9 P L27 瓦器碗 %残存 22 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

SD9 P L27 瓦器碗 /残存 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

SD9 P L27 瓦器碗 %残存 122 34 黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

170 SD9 P L27 瓦器碗 完形 32 22 黒灰色・灰白

色

精良 良好 見込みに渦

文

SD9 P L28 瓦器碗 回縁部一部

欠損

1lJ 28 灰色 やや粗 良好 見込みに渦

文

高台なし

SD9 P L28 瓦器碗 一部欠損 32 黒灰色 灰白
色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

SD9 P L27 寛器碗 %残存 132 36 黒仄色 灰白
色

精良 窯変あり 見込みに平

行文

SD9 Pと 27 瓦器碗 日縁部/欠
損

122 30 30 単灰色・灰白
色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台は欠落

している。

SD9 Pと 27 瓦器碗 %残存 132 36 32 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

SD9 P L27 瓦器碗 %残存 40 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに平

行文

1フア SD9 Pと 28 瓦器碗 日縁部%欠
損

37 単灰色 `灰白

色

精良 窯変あり 見込みに連

結輪状文
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表12 遺物観察表 8
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残 在 率 日径 器高 高台径 色 調 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

SD9 P L28 瓦器碗 日縁部%欠

損

147 42 黒灰色・灰白

色

精良 窯変あり 見込みに平

行文

179 SD9 P L28 瓦器碗 回縁部/欠
損

34 灰白色 精良 良好 見込みに渦

文

SD9 P L28 冗器碗 %残存 35 灰白色 黒灰
色

精良 窯変あり 見込みに平

行文

SD9 P L29 瓦器皿 日緑部一部

欠損

黒灰色 淡灰
褐色

精良 良好

SD9 P L29 瓦器皿 %残存 黒灰色・灰白

色

精良 良好

SD9 P L29 瓦器皿 %残存 黒灰色 精良 良好

SD9 瓦器皿 完形 78 15 黒灰色・灰色 やや粗 窯変あり 見込みに渦

文?

SD9 P L30 土H市器皿 %残存 82 14 淡黄橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

186 SD9 P L29 土師器ll 一部欠損 79 16 灰黄橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SD9 P L29 土師器皿 %残存 11 にぶい橙色 05～ 1、 Omll

の小石粒

良好

SD9 P L30 土師器皿 %残存 15 淡黄橙色 0514以 下
の小石粒

良好

SD9 P L30 土師器皿 %残存 126 17 淡栓色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SD9 P L30 土師器皿 日縁部%欠
損

22 にぶい橙色 05～ 3 0mm
の小石粒

良好

SD9 P L29 土師器皿 目縁部一部
欠損

14 灰黄橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SD9 P L29 土,T器皿 完形 灰橙色 05～ 1 0mm
の小石粒

良好

SD9 P L29 土師器皿 /残存 15 淡黄橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SD9 P L30 土師器皿 %残存 14 淡黄橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

3D9 P L30 土師器皿 日縁部一部
欠損

19 灰黄橙色 05～ 20m
の小石粒

良好

SD9 P L30 土師器皿 %残存 灰黄橙色 05～ 20m」 n
の小石粒

良好

SD9 P L30 土師器皿 %残存 78 灰褐色 05～ 2 0mm
の小石粒

良好

SD9 P L29 土師器皿 %欠損 78 14 淡黄橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SD9 P L29 土
'市

器皿 完形 41 12 灰黄橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SD9 P L29 土師器皿 完形 82 15 仄黄掲色 05～ 1011m
の小石粒

良好

SD9 P L30 土師器皿 日縁部%欠
損

81 13 淡仄褐色 0 5mmの 以

下の小石粒

良好

SD9 瓦質三足釜 回縁部%残
存

黒色・暗褐色 精良 良好 外面に煤付

着
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表13 遺物観察表 9
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残在 率 日経 器高 高台径 色 調 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

SD9 ねり鉢 日縁部○・

底部残存

332 灰色・灰白色 05～ 3 0mm
の小石粒

良好 底径 :98
束播系

S Dll P L31 瓦器碗 %残布 120 29 黒色・灰自色 精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

S Dll 瓦器碗 /残存 128 20 灰色 精良 窯変あり 見込みに平

行文

S Dll P L31 瓦器碗 /欠損 40 黒灰色 ,仄白

色

精良 窯変あり 見込みに平

行文

207 SDH P L31 土師器皿 %残存 淡灰黄色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SDH P L31 土師器皿 完形 79 淡灰橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

S Dll P L31 土師器皿 完形 79 灰黄橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

S Dll P L31 土師器皿 完形 78 15 灰橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

S Dll P L31 土師器皿 日縁部%欠
損

13 灰橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

S D12 P L25 瓦器皿 %残存 19 灰色・灰白色 精良 良好

S D15 P L32 瓦器碗 %残存 32 22 暗灰色 やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

S D15 PI´ 32 瓦器碗 日縁部%欠
損

112 暗灰色 精良 良好 高台なし

S D15 Pと 33 瓦器碗 /残存 109 27 暗灰色・灰白

色

やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

S D15 P L34 瓦器碗 一部欠損 l18 30 黒灰色 灰白
色

やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

S D15 P L33 瓦器碗 %残存 119 黒灰色・灰白

色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

S D15 P L32 冗器碗 一部欠損 暗灰色・灰白

色

精良 良好 見込みに渦

文

S D15 P L33 瓦器碗 日縁都一部

欠損

明灰色 やや粗 良好 見込みに渦

文

高台なし

S D15 P L32 瓦器碗 口縁部/欠
損

31 27 暗灰色 やや粗 良好 見込みに渦

文

S D15 P L33 瓦器碗 一部欠損 2J 黒灰色・暗灰

黄色

やや粗 良好 見込みに渦

文

つまみ出し

高台

S D15 P L33 瓦器碗 /残存 117 20 暗灰色・灰白

色

やや粗 窯変あり

223 S D15 P L32 瓦器碗 完形 黒灰色・灰自

色

やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし

S D15 P L32 寛器碗 %残存 30 淡灰黒色 灰
白色

やや粗 史好 見込みに渦

文

S D15 P L33 瓦器碗 %残存 20 淡灰色・暗灰

色

やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

226 S D15 P L32 瓦器碗 日縁部一部

欠損

117 黒灰色・灰白

色

精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

S D15 P L33 瓦器碗 %残存 H0 26 灰単色 明仄
色

精良 良好 見込みに渦

文

高台なし
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表14 遺物観察表10
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残 在 率 日径 器高 高台径 色 調 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

S D15 P L32 瓦器碗 完形 127 31 暗灰色・明灰

色

やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

S D15 P L32 瓦器碗 日縁部%欠
損

12 7 33 30 暗灰色 やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

S D15 P L33 瓦器碗 %残存 114 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

S D15 P 瓦器碗 /残存 112 灰自色 `黒灰

色

精良 良好 見込みに渦

文

S D15 P L32 瓦器碗 □縁部%欠
損

30 黒灰色・明夙

色

やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

高台は欠落

している。

S D15 P L34 瓦器碗 日縁部一部

欠損

123 黒灰色・灰白

色

やや粗 良好 見込みに渦

文

高台なし

S D15 P L33 瓦器碗 日縁都一部

欠損

29 黒灰色・灰白

色

やや粗 良好 見込みに渦

文

S D15 瓦質養 日縁部/残
存

黒色 やや粗 良好 外面タタキ

(5条 /1cm)

236 S D15 須恵質甕 日縁部/残
存

暗灰色 精良 良好 外面 タタキ

(3条 /1cm)

S D15 羽釜 日縁部/残
存

26 6 黒色・暗橙色 05～ 1 0mm
の小石粒

良好 外・内面に

煤付着

S D15 ねり鉢 底部残存 黒仄色・暗灰

色

05～ 5 0mm
の小石粒

良好 底径 :104

S D15 陶質鉢 底部χ残存 暗赤褐色 1 0mm前 後
の小石粒

良好 内面に自然

釉付着

底径 :126

S D15 P L34 土師器皿 /残存 25 灰橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

S D15 P L34 土H市器皿 日縁部%欠
損

15 淡灰橙色 05～ 2 0mm
の小石粒

良好

S D15 P L34 土師器皿 %残存 83 16 灰黄橙色 1 0mm前 後

の小石粒

良好

S D15 P L34 土師器皿 日縁都/欠
損

81 40 淡黄橙色 05～ 3 0mm

の小石粒

良好

S D15 P L34 土師器皿 %残存 13 淡橙色 黒色 05～ 1 0mm
の小石粒

良好 内面に煤付

着

S D15 P L34 瓦器皿 完形 17 黒灰色 やや粗 良好

246 S D15 P L34 瓦器皿 日縁部一部

欠損

15 黒灰色 やや粗 良好

S D15 P L34 砥石 淡灰黄色

S D15 P L34 砥石 淡灰栓色 淡
灰褐色

S D16 P L35 瓦器碗 完形 31 31 黒灰色・灰自

色

精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台は欠落

している。

250 S D16 P L35 瓦器碗 %残存 黒灰色 精 良 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし

S D16 P L35 瓦器碗 完形 26 暗灰色・淡灰

色

やや粗 窯変あり 見込みに平

行文

S D18 P L35 瓦器碗 日縁部%欠
損

119 黒灰色 灰自
色

ややll 良好 見込みに渦

文

高台なし
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表15 遺物観察表 11
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残 在 率 日径 器高 高台径 色 調 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

253 S D18 P L35 瓦器碗 影残存 112 31 暗灰色 やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし

S D18 P L35 瓦器碗 %残存 117 黒灰色・淡灰

褐色

精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

S D18 P L35 瓦器碗 /残存 27 15 暗灰色 やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

S D18 P L35 瓦器碗 %残存 31 25 黒灰色 灰白
色

やや粗 良好 見込みに平

行文

257 S D18 P L35 瓦器碗 /残存 123 27 31 暗灰色 やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

SK2 P L36 瓦器碗 X残存 37 27 黒灰色・黄褐

色

精良 良好 見込みに渦

文

SK2 P L86 瓦器碗 %残存 41 40 黒灰色・淡灰

褐色

精良 良好 内面に煤付

着

SK2 羽釜 日縁部残存 27 2 黒色 0 5mm前 後
の小石粒

良好 外・内面に

煤付着

SK2 鉢 日縁部%残
存

390 嗜褐色 05～ 1 0mm

の小石粒

良好 内面に煤付

着

262 SK3 P L36 土師器皿 /残存 淡黄橙色 051m以 下
の小石粒

良好

263 SK6 瓦器碗 %残存 124 淡灰色・黒灰

色

精良 良好 見込みに渦

文

SK6 瓦器碗 %残存 黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

SK6 瓦器碗 %残存 27 暗灰色 精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

SK6 瓦器碗 %残存 102 25 淡灰黒色 精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

SK6 瓦器碗 /残存 122 30 黒灰色・灰白

色

精良 良好 見込みに渦

文

SK6 瓦器碗 /残存 29 黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

SK6 P L36 瓦器碗 日縁部一部

欠損

27 黒灰色・淡灰

黄色

やや粗 良好 見込みに渦

文

高台なし

SK6 瓦器碗 %残存 l16 37 黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

SK6 土師器皿 %残存 11 にぶい黄橙色 0 5mm前 後
の小石粒

良好

SK6 P L36 小型三足釜 %残存 黒色 精良 良好 外面にうる

し付着

SK6 羽釜 日縁部/残
存

28 2 黒色・暗橙色
・暗灰褐色

05～ 2 0mH

の小石粒

良好 外面に煤付

着

SK6 羽釜 日縁部/残
存

黒色 淡灰橙
色

05～ 2 0mI

の小石粒

良好 外面に媒付

着

SK7 P L37 瓦器皿 完形 12 暗灰色 精良 窯変あり

276 SK7 P L37 瓦器皿 完形 黒灰色 精良 窯変あり

SK7 P L37 瓦器皿 日縁部一部

欠損

14 黒灰色 精良 窯変あり
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表16 遺物観察表12
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残 在 率 日径 器高 高台径 色   調 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

SK7 P L37 瓦器皿 完形 78 暗灰色 やや組 良好

279 SK7 P L38 瓦器皿 完形 73 14 暗灰色 精良 良好

SK7 P L38 瓦器皿 完形 15 暗灰色 精良 窯変あり

SK7 P L38 土師器皿 完形 72 14 淡灰橙色 05～ 1 0mm
の小石粒

良好

SK7 P L38 土師器皿 %残存 11 淡灰褐色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SK7 P L38 土師器皿 %残存 15 暗灰赤色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SK7 P L37 土師器皿 日縁部/欠
損

14 灰橙色 淡灰
褐色

05～ 2 0mm

の小石粒

良好

SK7 P L37 土師器皿 %残存 14 淡灰褐色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SK7 P L38 土師器皿 完形 11 淡灰褐色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SK7 P L38 土師器皿 完形 淡灰福色 05～ 5 0mm

の小石粒

良好

SK7 P L37 土師器皿 日縁都一部

欠損

15 淡灰褐色・灰

赤橙色

05～ 1011m
の小石粒

良好

SK7 P L37 土HT器皿 %残布 13 淡灰褐色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

290 SK7 P L38 土師器皿 完形 13 淡灰橙色 ,淡

灰禍色

0 5nI以 下

の小石粒

良好

291 SK7 P L37 土師器皿 /残存 淡灰橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SK7 P L38 土師器皿 χ残存 淡灰褐色・灰

黄橙色

0 5mm以 下

の小石粒

良好

293 SK7 P L38 土師器皿 %残存 10 暗灰橙色 0 5wr以 下

の小石粒

良好

SK7 P L37 土師器皿 %残存 11 灰褐色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SK7 P L37 土H雨器皿 %残存 Ll 淡灰褐色 05～ 2 0mm

の小石粒

良好

SK7 P L38 土師器皿 日縁部/欠
損

76 16 灰橙色 0 5mm以 下

の小石粒

良好

SK7 P L37 土師器皿 完形 79 12 淡灰橙色 05～ 1 0mm

の小石粒

良好

SK8 P L36 土師器皿 一部欠損 14 橙色 05剛 以下

の小石粒

良好

SCl P L40 瓦器碗 一部欠損 35 灰白色・黒灰

色

やや粗 良好 見込みに渦

文

SG] P L40 瓦器碗 完形 31 暗灰色 灰自
色

やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

SCl P L39 瓦器碗 日縁部一部

欠損

35 黒灰色 精良 良好 見込みに平

行文

SGl P L39 瓦器碗 完形 31 暗灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし
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表17 遺物観察表13
遺物No 遺樗名 写真図版 器  種 残 在 率 日径 器高 高台径 色 調 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

SGl P L39 瓦器碗 日縁部/欠
損

黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし

SCl 瓦器碗 日縁部%欠
損

122 淡仄黒色 精良 良好 見込みに渦

文

SGl P L40 瓦器碗 日縁部/欠
損

灰白色・淡灰

橙色

やや粗 良好 見込みに渦

文

SGl P L39 瓦器碗 完形 116 25 黒灰色 やや粗 窯変あり 見込みに渦

文

SGl P L39 瓦器碗 目縁部%欠
損

黒灰色 やや粗 良好 見込みに渦

文

高台なし

308 SGl P L39 瓦器碗 %残存 淡灰色・黒灰

色

やや粗 良好 見込みに渦

文

高台なし

SGl 瓦器碗 ×残存 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに渦

文

高台なし

SCl P L39 瓦器碗 %欠損 132 33 黒灰色・灰白

色

やや粗 良好 見込みに渦

文

SGl 瓦器碗 日縁部一部

欠損

暗灰色・灰色 精良 良好 見込みに渦

文

SGl P L39 瓦器碗 χ残存 122 黒灰色 やや粗 良好 見込みに渦

文

SGl 瓦器碗 /残存 暗灰色 精良 良好 見込みに渦

文

高台なし

SGl 瓦器碗 /残存 33 黒灰色 精良 良好 見込みに渦

文

SGユ 瓦器碗 /残存 40 43 黒灰色 精良 窯変あり 見込みに連

結輪状文 ?

SGl P L40 瓦器碗 /残存 25 34 灰色 やや粗 良好 内面ナデ調

整

SGl P L40 瓦器皿 完形 75 15 淡灰褐色 やや粗 良好

SGl P L40 土H雨器皿 %残存 ユ ユ 淡灰褐色 05～ 2 0mm

の小石粒

良好

SGl 須恵質片日

鉢

日縁部一部

残存

灰色 やや粗 良好

SGl P L40 砥石 淡灰橙色

SCl P L40 砥石 淡灰黄色

SC2 羽釜 日縁部%残
存

黒色・暗褐色 05～ 401m

の小石粒

良好 外面に煤付

着

J9

包含層

P L41 青磁小皿 底部%残存 淡灰青色 精良 良好 内面底部に

猫掻き目。

底径 :50
同安窯 I―

1類

M4

包含層

P L43 青磁碗 底部%残存 56 淡青緑色 精良 良好 見込みに荷

花文  ~
龍泉窯 I―

5類

325 C7-
D8

P L43 青磁碗 底部残存 青緑色 精良 良好 見込みに「

福」字

龍泉窯 I―

5類

D16

包合層

P L43 青磁碗 底部残存 51 青緑色 精良 良好 外面に蓮弁

文、見込み

に「福」宇

龍泉窯 I―

5類
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表18 遺物観察表14
遺物No 遺樽名 写真図版 器  種 残 在 率 日径 器高 高台径 色   調 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

D12・

13

包含層

P L43 青磁碗 底部残存 灰緑色 精良 良好 外面に蓮弁

文、見込み

に印花文

龍泉窯 I―

5類

包含層 青磁碗 底部%残存 50 淡青緑色 精良 良好 外面に蓮弁

文

龍泉窯 I―

5類

D16

包含層

P L42 青磁碗 底部%残存 灰緑色 精良 良好 龍泉窯 I―

1類

330

層

７

含

Ｋ

包

P L42 青磁碗 底部え残存 54 灰緑色 精良 良好 龍泉窯 I―

1類

J9
包含層

P L42 青磁碗 底部残存 灰緑色 精良 良好 龍泉窯 I―

1類

D12・

13包
白磁碗 底部/残存 淡灰緑色 精良 良好 Ⅱ-1類

SK9 P L42 白磁碗 底部%残存 50 淡灰緑色 精良 良好 Ⅱ-2類

A
包含層

P L42 青磁碗 底部%残存 灰緑色 精良 良好 龍泉窯 I―

1類

層

９

含

Ｊ

包

P L42 青磁碗 底都残存 47 灰緑色 精良 良好 龍泉窯 I―

5類

B16包 P L42 白磁碗 底部%残存 乳自色 精良 良好 I類

G6
包含層

P L41 白磁小皿 良部/残存 淡灰緑色 精良 良好 底径 !64
Ⅸ-1 類

K10

包含層

白磁小皿 日縁部/残
存

淡灰緑色 精良 良好 日禿 底径 :56
Ⅸ-1類

P L4ユ 青磁小皿 %残存 102 16 淡緑灰色 精良 良好 外面は日縁

部のみ施釉

底径 :50
同安窯 I―

1類

」11
包含層

青磁小皿 /残存 灰緑色 精良 良好 外面は日縁

部のみ施釉

底部 :48
同安窯 I―

1類

包含層 P L42 白磁碗 日縁部/残
存

H0 淡青灰色 精良 良好 日禿 Ⅸ類

S E10 P L42 青磁碗 日縁部一部

残存

176 灰緑色 精良 良好 内面に飛雲

文

龍泉窯 I―

4類

K7
包含層

青自磁小臣

蓋

日縁部%残
存

淡青色 精良 良好 外面に蓬弁

文

K6
包含層

青白磁小壺 日縁部破片 48 淡灰青色 精良 良好 外面に列点

文・蓬弁文

S E13 P L41 青白磁合子 /残存 淡青色 精良 良好 外面に蓮弁

文

底径 :32

H3包 青磁四耳壼 /残存 淡灰緑色 精良 良好

S E16

上層

P L42 青磁碗 日縁部破片 灰青灰色 精良 良好 龍泉窯 I―

1類

C15
包含層

P L42 青磁碗 日縁部破片 灰緑色 精良 良好 外面に花弁

文

龍泉窯 I―

1類

層

‐６

今
ロ

Ｄ

包
青磁碗 日縁部破片 淡灰青色 精良 良好 龍泉窯 I―

5類

614

包含層

P L42 青磁碗 口縁部破片 淡灰緑色 精良 良好 外面に花弁

文

龍泉窯 I―

5類
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表19 遺物観察表 15
遺物No 遺構名 写真図版 器  種 残 在 率 日径 器高 高台径 色 訓 胎  土 焼  成 技法の特徴 備  考

S E16

上層

P L42 青磁碗 日縁部破片 淡青灰色 精良 良好 龍泉窯 I―

1類

K7包 P L42 白磁碗 日縁郡破片 乳白色 精良 良好 日禿 Ⅸ類

S K10 P L41 青磁碗 破片 淡灰青色 精良 良好 内面に荷花

文

龍泉窯 I―

3類

包合層 P L41 青磁碗 日縁部破片 灰青色 精良 良好 外面に銅蓮

弁文、内面

に荷花文

龍泉窯 I―

6類

包含層 P L42 青磁碗 底部破片 淡灰緑色 精良 良好 外面に花弁

文

龍泉窯 I―

5類

SDl P L42 青磁碗 底部破片 青灰色 精良 良好 外面に花弁

文

龍泉窯 I―

5類

357 G15包 P L42 白磁碗 日縁部破片 灰白色 精 良 良好 日禿 Ⅸ類

358
包

Ｋ

‐２

P L42 青磁碗 日縁部破片 淡灰青色 精良 良好 外面に花弁

文

龍泉窯 I―

5類

D17

包含層

P L42 青磁碗 底部破片 1曹灰緑色 精良 良好 外面に花弁

文

龍泉窯 I―

5類

木製品

債物 No 皆様名 写 真 図 版 種 類 部 位 遺物 No 遺構名 写真 図版 種 類 部  位

SDユ P L44 漆器椀 椀底部 K ll

包合層

P L46 下駄 鍾部欠損

SPl P L44 漆器 断片 C16

包合層

P L46 下駄 ほぼ完存

SDl 漆器椀 口縁部 SD2 P L46 下駄 後部歯欠損

SD9 漆器椀 口縁部 K9
包含層

P L45 下駄 縁部欠損

SDl 用途不明 SD9 P L45 下駄 縁部欠損

G6
包含層

紡鍾車 軸都欠損 SDl P L45 下駄 ほぼ完存

S E10 木鍾 部分欠損 S D16 P L47 下駄 歯部欠損

S D15 木鍾 部分欠損 K9
包含層

P L47 下駄 縁部欠損

S E16 P L44 櫛 き卜分欠損 SE9 P L47 下駄 断片

SDユ P L45 下駄 ほぼ完存

鉄製品

遺物 No 遺構名 写真図版 種 類 備 考 遺物 No 遺構名 図版番号 種 類 備  考
K6
包3詈

P L49 用途不明 長69 S E13 P L48 包丁 長297

S E13 P L49 用途不明 長101 K13

包含詈

P L49 楔 長194

S P136 P L49 刀 現在128 SE8 Pし 49 刀子 長122留 孔

」14

包御詈

P L49 刀 現在154 S D18 P L49 刀子 長216留 孔

」14

包合層

P L49 鏃 9長18 SE3 P L49 刀子 長199留 孔
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第 4章 ま と め

福万寺遺跡で検出した中世の建物、井戸、土坑、溝などの遺構は 2つの屋敷跡を構成するも

ので、これらの屋敷地は溝及び道路状遺構で区画され、調査区の南東側と北西側に位置してい

る。またSDlと SD2に よつて区画される道路遺構 SRlは、現在の福万寺町南と上の島

町北の境にある里道の直下にあり、そこは同時に河内群条里と高安群条里との条里制の上で

の群界に一致している。

この二つの屋敷地は、道路状遺構SRlを 挟んで互い違いに向かい合つている。南北幅は不

明であるが、北の屋敷地は東西30mを 測り、南側の屋敷地は、東西40mを測る。北側の屋敷地

は、建物 2棟以上、西側に柵列、南側に堀状遺構、東側に丼戸などを備える。屋敷地の南側に

ある土坑は炊事施設かと思われる。屋敷地の西側と東恨Jの低地部分は耕作地であったと考えら

れる。南の屋敷地は、敷地の北東恨1に庭園と思われる池状遺構、その西側、南東恨1、 南側にそ

の池を取り囲むように3棟の建物がある。特に西狽1の礎盤をもつ大型建物はこの屋敷地の中心

的な建物の一つであると考えられる。この建物群の南東狽1には井戸が集中している。またこの

屋敷地西側の低地も耕作地であったと思われる。

これらの遺構の時期は、瓦器椀の編年によると古相を呈するA類の瓦器椀が尾上氏編年のⅢ

-2期、白石編年のⅢ-1型式とされているものに近く、当麻寺曼茶羅堂出土資料の中で寛元

元年 (1243)の仏壇製作時のものとされる瓦器挽に比定されている。最も退化したE類の瓦器

椀が尾上編年のⅣ-3ないし4期に比定され、狭山遺跡のS D7781の 瓦堆積より1408年初鋳の

永楽通宝を伴って出土しているものに類似している。またこの型式の瓦器は西ノ辻遺跡で元徳

2年 (1330)の紀年木簡と共伴することより、14世紀中葉～後半の時期巾が考えられている。

このことから当遺跡の存続期間は13世紀前半を上限とし14世紀後半～15世紀前半を下限とする。

ことができる。このことは、中国磁器においても12.13世紀に盛行する同安窯系青磁が極めて

少なく、青花白磁を含まない点においてもこの事実を物語っている。また青白磁の合子、小壺

は12世紀代の経塚に伴例が古くより知られていたが最近草戸千軒遺跡では、それが出土する時

期が当遺跡の例と同じ14世紀代に集中するという事実が述べられてる。さらに中国磁器全体と

しては、日禿の白磁皿Ⅸ類を含むが龍泉窯系青磁椀皿類が見当らない点で、至治三年 (1323)

以後の14世紀前半に沈没したと想定されている新安海底遺物より古相のものが多数を占めるこ

とを指摘することが出来る。また、陶器においては、ほとんどが東播系で備前焼を全く含まな

い点は当遺跡の下限を15世紀以後に下げることを難しくしている。

先述したとおり玉櫛荘の初見はH世紀初めであり、それが、この付近における条里遺構出現の

時期に一致しているらしいことが最近の調査成果より明らかになりつつある。この荘園は、
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この付近に存在する御野県主神社の存在や三野郷という地名、さらに14世紀に美野勅旨田の記

載が見られる事よりこの付近が10世紀まで若江、渋川郡に本棚をもっていた美努氏によって開

発されたであろうことは創造に難くない。そして11世紀初頭玉櫛荘の記載が認められるが、 そ

の後玉櫛の荘は摂関家として15世紀以降まで存続していたらしいことが文献によつて明らかに

されている。

当遺跡の遺構と関連する時期の史料は極めて少ないが、弘安四年 (1281)に 玉櫛庄住人吉弘

と八幡神人が恩地新田のことから争いになったことが「勘仲記」に記されており、当遺跡の屋

敷地が存在した当時の玉櫛荘に居住していた人々の様子を伺うことのできる史料として注目す

べきである。彼らは後に「悪党」と呼ばれるような本所に従わない在地領主または武士化 した

有力名主層のひとりであったに違いない。かれら行動範囲は広く、街道の通行を押さえ、商業

上の交易権や新田の開発をめぐって寺社勢力を背景として活動を行っていた同様の神人達と利

害をめぐって対立していたことが考えられる。それではこの当時の玉櫛荘の状況が本調査で検

出した遺構遺物にどのように反映されているかを次に推測してみたい。

中世の畿内における荘園の特色のひとつは均等名荘園であるとされている。例えば一乗院領

池田庄丸帳によれば、田畠屋敷より構成される名が、田畠 2町前後の均等名によって成り立っ

ており、屋敷地は一反程度であったことを述べられている。当遺跡の屋敷地の存在状況は、よ

くこの事柄に当て嵌まり、付近の調査によって南北に同時期の屋敷跡の存在を想定し難いこと

を考えれば、資料が少ないので想像の域を出ないが福万寺と上之島との境に位置する里道の南

北に一町ごとに一反～二反の屋敷地が存在すると想定すれば、その東西に一町、南北に二～三

町程度の田畠がそれに伴っているのではないかと思われる。このような屋敷地と耕作地の存在

形態が明らかになれば、中世の玉櫛荘における荘園の経営形態を復元することが出来るかも知

れない。いずれにせよ散村的な屋敷地の存在形態は、一定の領域内に屋敷地が集合する近世以

後の村落形態とは全く様相が異なっており、郷村制成立以前の屋敷地の存在形態の一例を示し

ているものと思われる。そしてこの屋敷地に居住していた住人は、言うまでもなく「百姓」と

よばれた中小の名主層であったことは想像に難くない。彼らは、直接農業経営に携わりながら

も、畿内の先進文化を身につけた武士的側面を持った人 福万寺領

達であったことを掘状の施設や園池と思われるものをも

つ屋敷地の遺構と中国磁器や刀や刀子など金属製品、宋

銭、木製品、硯等の内容豊かな出土遺物がものがたって

いるよう|こ思われる。                上之島領

なお中世の遺構面より上層に被っている厚い砂の堆積

層は、後世にこの付近が大規模な水害にあったことを示
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表 5 福万寺遺跡関係年表
西暦 年号 事 象 出  典

廷喜17 美努常真若江郡三条竹村里の田を信貴山領として施入 信貴山資材宝物帳

承平 6 美努忠貞渋川郡三条利苅里の田を信貴山に施入 信貴山資材宝物帳

長徳 3 若江郡美努公忠等が美努兼倫を検非遣使庁に訴える 北山抄裏文書

1015 長和 4
河内郡玉串荘から牧地の件で辛島荘と争い公験を求め

訴え、若江郡司源訪が玉櫛荘下司となる。

/1ヽ 右 記

13世紀前半 屋敷跡 S E16な ど古相の遺構使用される。

1281 弘安 4
玉櫛荘住人吉弘恩智新田をめぐって喧嘩に及び神人則

安を射たことで人幡神人訴訟す。
勧イ中言己

1282 弘安 5 玉櫛庄住民吉弘日吉榊人と称し本所に従わず。 勘イ中言己

1314 I不日3
尊治親王令旨案七条院御領美野勅旨田を四辻宮親王家

に返還する。
東寺百合文書

1352

-55

文和

年中

佐々木盛綱 8世の孫佐々木二郎盛恵の居城福万寺城が

あったという伝承。
大阪府全誌

1383 永徳 3 相国寺領玉櫛荘が摂政家に寄進される。 後鑑

14世紀後半

～15世紀前半
屋敷跡廃絶する。

1468 応仁 2
平等院領河内国玉櫛荘内定田盛田諸閉所公事銭等を武

家の下知に任せる旨の院宣が出される。
安本文消追、類

1533 天文 2 洪水で大和川植松堤切れる。 林文書

1534 天文 3 玉櫛衆が木沢長政、法華衆と合戦 私心記

1544 天文13 畿内洪水、摂津河内被害甚し 皇年代略記

1560 永禄 3 三好長慶、畠山高政の兵を河内玉櫛で破る。 細川両家記

1563 永禄 6 河内国で水害おこり人民一万六千余死す。 江源武鏡

1576 天正 4 石山合戦に玉櫛荘より加勢する。 石山合戦文書
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しているが、16世紀以後には大和川の氾濫や河内国の洪水の記事が散見される。このことから、

当遺跡の廃絶以後はこの付近が土砂の堆積により天丼川と化 した玉櫛川の氾濫原となり、荒れ

地となっていた可能性が強い。ここに再び条里水田が復元されるのは、やはり18世紀初頭の大

和川付け替え以後まで待たなければならないであろう。おそらくこの間に戦乱や洪水によつて

玉櫛荘は衰退し、史上から姿を消すことを余儀なくされたのではないだろうか。
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要Ⅳ』大阪府教育委員会 1989

鄭良漠「新安発見の陶磁器の種類と諸問題」『新安海底引揚げ文物』1983
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丹治康明『東播系須恵器について」『中近世土器の基礎研究』中世土器研究会 1985
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佐藤昭嗣「大上裕士「草戸千軒出土の青白磁合子、小壺について」『考古学雑誌75巻 1号』

1989

福万寺遺跡を調査してから早くも7年の歳月か経過した。当初遺跡の存在さえ予想し得なか

った為に充分な調査期間も取れない無理な調査であったがよくこれだけの成果が挙げることが

できたものだと今更ながらに思う次第である。これも調査の実施に尽力していただいた作業員、

調査補助員諸氏と当時の教育委員会施設課の皆さん、側面から御援助下さつた大阪府教育委員

会の大野薫氏の多大な御協力の賜物であると信ずる。なおそれにも拘わらず 7年 も報告書の利

行を遅らせたことは、一重に筆者の怠慢によるものであり、この歳月の経過の間に忘却してし

まった多くの事柄を思うと、調査終了後すぐ整理作業に専念できたならばもっと充実した内容

の報告ができていただろうと後悔している次第である。なお中国磁器については奈良女子大学

の坪之内徹氏の御教示を得、編年表の作成に当たっては樟蔭東短期大学の森田康夫氏、人尾市

歴史民俗資料館の小谷利明氏に助力していただいたことを記しておく。

言己後
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